
プレゼンテーションコンテストで、堂々（どう
どう）と英語で発表する生徒たち＝土浦市内

つちうらいちこう ふ ぞく じゅうし

　土浦一高付属中は英語を重視しています。毎回の英
じゅぎょう

語の授業でプレゼンテーションやグループワークがあ

り、県内でもトップクラスの英語力が身に付きます。
わたし しゅさい

　私は茨城県主催の「英語プレゼンテーションフォーラム２０２４」に参加
エスディージーズ

しています。今回のテーマは「ＳＤＧｓの観点から、自分たちが茨城県
かいけつ

をよりよくするためにできること」です。解決しないといけない問題を
かんきょう

教育や環境などさまざまな視点から考えた結果、小学校時代に使った参
きんりん き ふ

考書を集め、近隣の小学校に寄付し、外国語の授業にアシスタントとし

て参加する、という取り組みをしました。そのことを英語で発表します。
じょうねつ し げき

プレゼンのメンバーは英語に情熱的で、私も刺激を受けながら練習をし
エーエルティー

ています。英語の先生だけでなく、ＡＬＴの先生や校長先生からもアド
いただ う が ま ゆ

バイスを頂けるので、英語力が相当向上します。 （３年　宇賀万結）

さまざまな国の学生と会話をす
る土浦一高付属中の生徒たち

けい

　本校では３年生が外国系の学校と文化交流を行いま
ティービーアイエス

す。今年はＴＢＩＳ（東京ベイインターナショナルス
みな

クール）の生徒の皆さんと、インタビューなどを通し
ひ ごろ たんきゅう

て、日頃それぞれが親しんでいる文化を知ったり、本校の探究学習への
え

ヒントを得たりすることができました。

　活動では、新たな発見がありました。インド出身の生徒の方に「日本と
ちが

海外の文化の違いは」と聞くと、「自分の国の文化も好きだし、日本のマ
れい ぎ す ば

ナーや礼儀の文化も素晴らしいから、良いとこ取りをしているよ」と答え
いんしょう かんきょう

が返ってきたことが印象に残っています。今回、それぞれの環境によっ
たが

て、いろいろな「当たり前」があることがよくわかりました。お互いの良
みと かんげん

さを認め合い、自分が知ったことを自分の「当たり前」に還元して、より良
ほそ や

い自分や社会をつくっていけたらと思います。 （３年　細谷まどか）
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つちうらいちこう ふ ぞく そうりつ

　土浦一高付属中学校は今年で創立４年

の新しい学校です。本校は高校に付属し
ぶん ぶ こ はん

ているため、文武両道の気風が色濃く反
えい

映され、生徒主体でさまざまな学校行事
き かく

を行っており、それらを通して企画力や
うんえい

運営力を高めることができます。
じゅぎょう どうにゅう

　また、他校より�分多い�分授業を導入しており、そ
ふ り かい

の時間は授業の振り返りを行い理解度を上げたり、高校

の先行学習や本校の英語の授業ならではの「ぐるぐるテ

スト」を行ったりすることに使われています。さらに、
たんきゅう こくさい

本校では探究学習や国際交流など、課外学習にも力を入
じっせん かん

れており、授業などで習うだけでなく実践に生かせる環
きょう

境がつくられています。
こ せい ゆた

　１学年�人と少数ですが、個性が豊かな仲間たちと授

業、部活、課外学習、委員会など全てに全力を注ぎ、楽
やまぐちよしゆき

しく学校生活を送っています。 （３年　山口慈之）

７月の県大会で、仲間の声援（せいえん）を受
けながら力走する土浦一高付属中の選手（右
から３人目）＝笠松（かさまつ）運動公園

つちうらいちこう ふ ぞく

　土浦一高付属中陸上部では、自分が選んだ種目の記
の はげ ないよう

録を伸ばすため、日々練習に励んでいます。練習内容
そう い く ふう

は自分たちで考えて、創意工夫をして行っています。
こ

例えば、坂道ダッシュをして走り込みをしたり、雨天
きん

時は屋内で筋力トレーニングをして、けがをしにくい

体づくりをしたりしています。自分たちのフォームを
さつえい

撮影して課題を見つけ、より良い走りができるように心がけています。
そうたい

　今年の県総体では、２年男子１００㍍、共通男子２００㍍、共通男子３０００㍍
きっ ぷ たいこう せいせき

で関東大会への切符を勝ち取り、学校対抗で第４位という成績をおさめ
じ こ にゅうしょう

ることができました。関東大会では、自己ベストを出して入賞できるよ

うに練習を積んでいきたいです。また、自分自身は全国大会への出場が

決まりました。これは陸上部全員でつかみ取った成果だと思います。大
つ ふるたにさと し

会では陸上部の代表として、全力を尽くします。 （３年　古谷哲史）
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